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委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
小
黒
博
泰

　
　
委
　
員
　
　
安
達
一
雄

　
　
委
　
員
　
　
中
野
勝
正

　
平
成
５
年
11
月
15
日
に
先
人
の
議
員

の
皆
様
が
創
刊
号
を
出
さ
れ
て
、今
回
25

年
目
に
し
て
100
号
の
議
会
だ
よ
り
の
記

念
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集

委
員
の
方
々
が
、
１
回
毎
に
努
力
を
重
ね

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、町
民
の

声
と
し
て
多
数
の
方
々
か
ら
記
事
を
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
も
議
会
だ
よ
り

を
発
行
す
る
に
は
、編
集
会
議
を
４
回
以

上
行
い
、「
い
か
に
議
会
を
知
っ
て
い
た

だ
く
か
」を
常
に
意
識
し
て
編
集
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
。
議
会
の
う
ご
き
を
町

民
の
皆
様
に
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き

た
く
、
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。
ぜ
ひ

こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
お
声
を
議
会
だ

よ
り
に
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま

す
。　　（

安
達
一
雄
）

議
会
報
特
別
委
員
会

100 　
議
会
だ
よ
り
100
号
の

発
行
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

創
刊
号
発
行
当
時
、
町

民
の
多
く
の
方
々
よ
り

町
の
行
政
や
議
員
の
発

言
、
議
会
の
活
動
な
ど

が
よ
く
分
か
ら
な
い
の

で
、「
議
会
だ
よ
り
」を

発
行
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

議
会
で
協
議
の
結
果
、

平
成
５
年
の
９
月
定
例

会
で
議
決
さ
れ
、
６
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
る

議
会
報
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
全
員
が
初
め
て
の
経

験
で
紙
面
や
予
算
の
制

約
も
あ
り
、
内
容
か
ら

割
付
、
編
集
、
校
正
ま

で
暗
中
模
索
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
ま
た
、
研

修
会
に
参
加
し
、
専
門

家
の
厳
し
い
意
見
を
い

た
だ
き
、
よ
う
や
く
発

行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
方
か

ら
の
助
言
を
参
考
に
第

２
号
、
３
号
と
発
行
す

る
こ
と
が
出
来
た
事
に

感
謝
を
し
、
委
員
の
一

員
で
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
議

会
だ
よ
り
ま
で
多
く
の

委
員
さ
ん
に
引
き
継
が

れ
、
今
で
は
カ
ラ
ー
刷

り
で
見
や
す
く
素
晴
ら

し
い
内
容
で
毎
回
楽
し

み
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
最
後
に
出

雲
崎
町
と
出
雲
崎
議
会

の
更
な
る
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

あ
の
当
時
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　〈
議
会
だ
よ
り
第
１
号
発
行
〉

議
会
だ
よ
り
第
１
号
発
行
時

編
集
委
員

日

　山

　正

　雄

創刊100号
2018 平成30年７月20日

当時の議会だより編集研修会

祝
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100
号
記
念

100
号
記
念

議会だより第100号で平成の  議会のうごきをプレイバック‼
Ｈ５
11月

議会だより
第 1 号 発行

Ｈ６
８月

エコパークいずもざき廃棄
処分場建設に議会で同意

Ｈ７
９月

7.17豪雨被害による災害関連
予算の専決処分を承認

Ｈ７
12月

保健福祉センター（ふれあい
の里）建設に議会で同意

Ｈ13
４月

議員政務調査費の交付開始

Ｈ８
１月

議会だより
第10号 発行

Ｈ９
２月

ロシア船籍タンカー沈没による重
油流出事故に関する意見書を内閣
府など関係機関に提出

Ｈ11
７月

エコパークいずもざき監視
特別委員会設置

Ｈ13
10月

４町村合併問題合同研修会
に参加

Ｈ28
１月

議会だより
第90号 発行

Ｈ27
11月

川西ひまわりハウス工事請
負契約を締結

Ｈ26
７月

町営集合住宅（ひまわりハウ
ス）工事請負契約を締結

Ｈ25
７月

議会だより
第80号 発行

Ｈ14
３月

市町村合併調査特別委員会 設置
議長を除く15名

Ｈ16
12月

10.23中越大震災における
超大型補正予算を可決
議員定数を16名から10名
とする議案可決

Ｈ16
11月

市町村合併調査
特別委員会・三
島郡３か町村合
併協議会を廃止

Ｈ15
７月

三島郡３か町村合併協議会
設置を可決

Ｈ16
９月

7.13災害が激甚災害の指定
を受け、国県の補助金が付
いた超大型補正予算を可決

Ｈ27
１月

出雲崎消防分遣所建設
工事請負契約を締結

Ｈ元
２月

全国議会議長会から優良表彰受賞

Ｈ３
６月

議会運営委員会
設置

Ｈ24
３月

大字井鼻から大字住吉町
地内までを、町道ウォーキ
ングロード線として、認定

Ｈ25
６月

無投票・無選挙での改選
（議長任期が４年に）

Ｈ17
６月

議員定数６名減の議員10
名での新議会誕生

Ｈ19
8・９月

7.16中越沖地震における生活支
援金や災害復旧工事費等を可決

議会だより　
　　　　祝 100 号 発行

Ｈ15
８月

議会だより
第40号 発行

Ｈ23
２月

議会だより
第70号 発行

Ｈ20
８月

議会だより
第60号 発行

Ｈ18
２月

議会だより
第50号 発行

Ｈ13
６月

議員16名での新議会誕生

Ｈ29
６月

２期連続無投票・
無選挙での改選

Ｈ29
６月

多目的運動場・多世代交
流館工事請負契約を締結

Ｈ30
２月

大雪による除雪経費につ
いて、２回の専決処分を承
認。合計3,100万円の補正

Ｈ11
12月

議員定数を２名削減し、
16名とする議案可決

Ｈ21
６月

改選

Ｈ23
３月

ふれあいの里　浴室利用料
を引き下げるため、ふれあい
の里 設置及び管理に関する
条例の一部改正を可決

Ｈ23
８月

7.5の豪雨災害による道路・
河川・農業施設復旧に向けた
補正予算を可決
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６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

主な歳入

主な歳出

・農業費分担金 ………………………………250万円
・ふるさと出雲崎応援基金繰入金  …………27万円
・コミュニティ助成事業交付金 ……………250万円
・県営中山間地域総合整備事業債追加 ……450万円

・配水管移設工事 ……………………………900万円

・団地宣伝広告業務委託料 …………………250万円

・小型除雪機 …………………………………80万円
・コミュニティ助成事業補助金 ……………250万円
・県営中間地域総合整備事業負担金（八手地区）追加 …750万円
・汐風ドリー夢カーニバル実行委員会負担金追加 …100万円
・出雲崎高等学校創立70年記念事業費補助金…60万円

一般会計補正予算（第２号）

簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

住宅用地造成事業特別会計補正予算（第１号）

町
の
条
例
改
正
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
出
雲
崎
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

　（
専
決
処
分
）

・
平
成
30
年
度
地
方
税
制
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
個
人
住
民
税
で
は
基
礎
控

除
・
調
整
控
除
・
年
金
控
除
に
関
す
る
見
直
し
、
固
定
資
産
税
で
は
土
地
や

家
屋
に
関
す
る
特
例
措
置
の
延
長
、
町
た
ば
こ
税
で
は
税
率
の
段
階
的
引
き

上
げ
と
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
の
見
直
す
も
の
。

■
出
雲
崎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

　
制
定
に
つ
い
て
（
専
決
処
分
）

・
課
税
限
度
額
の
見
直
し
、
軽
減
世
帯
に
対
し
て
の
保
険
税
の
軽
減
拡
充
に
関

す
る
措
置
が
主
な
も
の
。

■
出
雲
崎
町
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

・
条
例
を
公
布
す
る
掲
示
場
を
、
役
場
前
と
海
岸
出
張
所
の
２
か
所
を
、
役
場

前
の
１
か
所
に
す
る
も
の
。

■
出
雲
崎
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

・
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
で
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
教
諭
資

格
を
、
教
員
職
員
免
許
法
に
規
定
す
る
免
許
状
を
保
有
者
に
改
正
し
、
教

員
免
許
更
新
制
と
の
整
合
性
を
と
る
も
の
。
ま
た
、
支
援
員
の
資
格
要
件
を

「
５
年
以
上
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
実
務
経
験
が
あ
る
者
」
と
新
た
に
追

加
し
、
要
件
を
拡
大
す
る
も
の
。

■
出
雲
崎
町
奨
学
金
貸
与
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

・
教
育
奨
学
金
の
充
実
の
た
め
100
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、
基
金
の
額
を

９
、５
０
０
万
円
に
増
額
改
定
す
る
。
基
金
の
額
を
そ
の
都
度
、
追
加
補
正

せ
ず
、
予
算
に
定
め
て
追
加
す
る
た
め
、
条
文
を
追
加
規
定
す
る
。
ま
た
、

他
の
奨
学
金
と
の
併
用
を
可
能
と
し
、
支
援
制
度
の
充
実
を
図
る
も
の
。

■
公
共
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
長
岡
市
、
小
千
谷
市
、
見
附
市
及
び
当
町
で
締
結
し
て
い
る
協
定
の
中
で
、

当
町
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
名
所
及
び
所
在
地
を
改
め
る
も
の
。

吉川集落の宮
太鼓と横笛や
のぼり旗の購
入にかかる費
用を助成する
んだ。

ジェロさんに
代わって大石
まどかさんが
出演するん
だ。

松本ひがし
団地の看板
２基設置、
新聞広告や
ＣＭも流す
よ。

稲 川 地 内 の
「県営ほ場整
備事業」に伴
い支障となる
水道管移設に
かかる費用だ
よ。

議 会教えて のこと

社会産業常任委員会と
総務文教常任委員会の
役割は？

議会運営委員会とは？

両委員会とも５人で構成され、社会産業常
任委員会が審議する課は、保健福祉課、建
設課、産業観光課、総務文教常任委員会は
総務課、町民課、教育課だよ‼

議会の運営を円滑に行うため、議長の補佐
機関で、定例会や臨時会の日程、会議規
則、委員会に関する条例などを審議する。
４人の構成だよ。

107万円
補正

６月定例会で決まった補正予算
（△は減額）

※金額は千円未満を切り捨て

会　　　　　計 補　正　額 補正後の予算額

平成29年度一般会計補正予算（第２号）（専決処分） 30万円 38億6,187万円
一 般 会 計（第１号）（専決処分） 401万円 32億6,401万円
一 般 会 計（第２号） 3,093万円 32億9,494万円

特  

別  

会  

計

国 民 健 康 保 険 事 業（第１号） 19万円 5億5,359万円
介 護 保 険 事 業（第１号） △  336万円 6億7,563万円
簡 易 水 道 事 業（第１号） 1,451万円 1億9,071万円
農 業 集 落 排 水 事 業（第１号） △  161万円 1億2,948万円
下 水 道 事 業（第１号） △  182万円 1億5,877万円
住 宅 用 地 造 成 事 業（第１号） 291万円 2,481万円

　　より衛生的に より快適にふれ
あい
の里

　　
入浴
施設　　より衛生的に より快適に
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６
月
定
例
会

小
黒
議
員

 

郵
便
料
と
し
て
高

額
だ
が
、
内
訳
は
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長

 

当
日
、
PR
に
使

用
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
１
万
枚

ほ
か
、
紙
風
船
や
う
ち
わ
な
ど

を
宅
急
便
で
送
る
も
の
。
宅
急

便
の
ボ
ッ
ク
ス
を
送
る
形
で
計

上
し
て
い
る
た
め
、
高
額
に

な
っ
た
。

高
橋
議
員

 

追
加
の
詳
細
な
内

容
を
伺
う
。

産
業
観
光
課
長

 

東
京
ド
ー
ム
正

面
入
口
の
液
晶
画
面
と
、
球
場

内
の
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
の
静

止
画
の
経
費
が
４
万
４
千
円
。

PR
支
援
ツ
ア
ー
参
加
者
41
名
分

の
補
助
が
、
41
万
円
で
あ
る
。

三
輪
議
員

 

ジ
ェ
ロ
さ
ん
の
代

わ
り
の
方
の
出
演
料
の
追
加

か
。産

業
観
光
課
長

 

ジ
ェ
ロ
さ
ん
の

出
演
枠
が
空
き
、
大
石
ま
ど
か

さ
ん
に
決
ま
っ
た
。
少
な
い
予

算
の
中
で
、
皆
さ
ん
か
ら
喜
ん

で
い
た
だ
く
方
と
い
う
こ
と
で

探
し
、
若
手
の
方
な
の
で
、
幅

広
い
年
代
の
方
か
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
と
思
う
。
大
石
ま

ど
か
さ
ん
を
観
光
大
使
に
す
る

予
定
は
な
い
。

安
達
議
員

 

ど
ち
ら
の
改
善
セ

ン
タ
ー
の
追
加
分
か
。

産
業
観
光
課
長

 

設
置
場
所
は
、

西
越
改
善
セ
ン
タ
ー
の
和
室

で
、
２
台
の
う
ち
１
台
が
昨
年

壊
れ
た
た
め
、
当
初
予
算
で
計

上
し
た
。
４
月
に
も
う
１
台
も

壊
れ
、
15
年
経
過
し
て
い
る
た

め
、
部
品
が
な
く
、
入
替
と

な
っ
た
。

中
野
議
員

 

ど
う
い
っ
た
事
業

に
対
す
る
補
助
金
か
。

産
業
観
光
課
長

 

農
道
の
補
修
用

砂
利
を
歳
出
で
、
毎
年
30
万
円

程
計
上
し
て
い
る
。
県
に
補
助

申
請
を
し
て
交
付
決
定
が
あ
っ

た
の
で
、
今
回
計
上
し
た
。
こ

の
補
助
金
は
、
町
が
集
落
に
砂

利
を
出
し
た
分
の
総
額
に
対
す

る
県
か
ら
補
助
金
で
あ
る
。

諸
橋
議
員

 

協
議
会
委
員
の
構

成
と
今
後
の
活
動
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

 

委
員
は
17
名
で
、

６
月
18
日
に
初
会
合
で
あ
る
。

町
長
を
ト
ッ
プ
と
し
て
、
住
民

代
表
の
方
、
専
門
家
が
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
報
償
を
支

払
う
の
は
、
11
名
で
あ
る
。

改
善
セ
ン
タ
ー
管
理
費
　

エ
ア
コ
ン
追
加

38万円

県
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
保

全
対
策
に
関
す
る
地
域
住

民
活
動
推
進
事
業
補
助
金

15万円

空
き
家
等
対
策
協
議
会

委
員
報
酬

27万円

東
京
ド
ー
ム
巨
人
戦
ワ
ン
デ
ー

ス
ポ
ン
サ
ー
の
郵
便
料
追
加

12万円

東
京
ド
ー
ム
巨
人
戦
ワ
ン
デ
ー

ス
ポ
ン
サ
ー
の
負
担
金
追
加

45万円

汐
風
ド
リ
ー
夢
カ
ー
ニ
バ
ル

実
行
委
員
会
負
担
金
追
加

100万円

ここが聞きたい！！

補 正 予 算 質 疑
主な質疑内容を掲載します。

６月18日

東京ドームでのPR

入替予定のエアコン
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６
月
定
例
会

加
藤
議
員

 

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌

は
、
ミ
ス
ト
化
さ
れ
て
体
か
ら

入
り
、
そ
れ
を
抑
え
る
対
応
と

い
う
の
は
分
か
る
。
循
環
式
浴

槽
で
旅
館
の
よ
う
に
上
か
ら
お

湯
が
出
て
く
る
の
も
よ
く
な
い

と
総
務
省
の
ほ
う
か
ら
出
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

平
成
15
年
に
厚

生
労
働
省
か
ら
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症

予
防
の
措
置
の
指
針
が
出
て
い

る
。
ミ
ス
ト
な
ど
の
装
置
を
設

置
し
て
い
る
場
合
は
、
毎
日
完

全
に
変
え
る
こ
と
な
く
使
用
し

て
い
る
浴
槽
水
を
使
用
し
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ふ
れ
あ

い
の
里
は
循
環
濾
過
装
置
で

行
っ
て
い
る
の
で
、
週
に
１
回

浴
槽
の
水
は
変
え
て
い
る
。
指

針
に
基
づ
く
と
よ
り
安
全
対
策

を
考
え
た
う
え
で
、
今
回
気
泡

発
生
装
置
は
撤
去
す
る
。
浴
槽

の
脇
か
ら
お
湯
が
出
て
い
る

加
藤
議
員

 

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

を
変
え
て
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪

す
る
こ
と
を
以
前
提
案
し
た

が
、
そ
の
考
え
は
な
い
か
。

総
務
課
長

 

内
部
で
検
討
し
た

が
、
町
自
体
が
自
由
に
扱
え
る

ト
ラ
ク
タ
ー
を
有
し
て
い
な
い

の
で
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
購

入
し
て
も
、
利
用
者
が
見
込
め

な
い
。
今
回
は
今
年
度
使
用
し

て
い
る
も
の
と
同
様
の
小
型
除

雪
機
の
購
入
を
考
え
て
お
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
集
落
で
貸
し
出
し
を

し
た
い
。

が
、
気
泡
発
生
装
置
等
に
比
べ

て
エ
ア
ノ
ズ
ル
の
発
生
は
極
力

少
な
い
ほ
う
か
と
思
う
の
で
、

今
回
は
こ
の
工
事
の
み
を
行

う
。髙

桑
議
員

 

外
部
の
方
に
委
託

す
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

特
別
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
す
る
の
か
。

教
育
課
長

 

特
別
支
援
教
育
に

関
し
て
、
先
生
方
の
指
導
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
。
特

別
支
援
教
育
に
精
通
さ
れ
た
方

で
、
学
校
教
育
経
験
者
の
方
に

依
頼
を
し
て
い
る
。

三
輪
議
員

 

記
念
式
典
に
お
い

て
、
飲
食
が
あ
る
場
合
は
、
地

元
の
業
者
に
お
願
い
す
る
の

か
。教

育
課
長

 

経
費
は
式
典
・
記

念
品
・
記
念
誌
・
祝
賀
会
等
の

費
用
を
補
助
す
る
。
祝
賀
会
は

飲
食
等
も
あ
る
の
で
、
飲
み
物

や
折
等
を
地
元
で
調
達
で
き
る

よ
う
働
き
か
け
を
し
た
い
。

中
野
議
員

 

ど
こ
を
ど
の
よ
う

に
整
備
す
る
予
定
か
。

子
ど
も
未
来
室
長 

場
所
に
つ
い
て

は
、
中
央
公
民
館
の
上
小
竹
側

入
口
か
ら
入
っ
て
す
ぐ
右
側
の

小
高
い
平
ら
地
を
畑
の
場
所
と

選
定
し
て
い
る
。
そ
こ
は
、
夏

川
石
が
あ
り
耕
作
が
難
し
い
の

で
、
山
砂
を
盛
り
30
㎝
ほ
ど
か

さ
上
げ
を
し
た
い
。
た
い
肥
や

苗
代
は
当
初
予
算
に
計
上
し
て

い
る
の
で
、
砂
が
入
り
次
第
、

活
動
を
始
め
た
い
。

多
世
代
交
流
館
き
ら

り
畑
地
整
備
費

20万円

出
雲
崎
高
等
学
校
創
立
70

周
年
記
念
事
業
費
補
助
金

60万円

特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

５万円

小
型
除
雪
機
購
入
費
用
80万円

ふ
れ
あ
い
の
里
浴
槽
気
泡

発
生
装
置
撤
去
工
事
費

107万円

町所有の小型除雪機

工事中の男性浴槽

畑地整備予定地
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お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今

年
の
状
況
を
み
て
、
支
障
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

髙
桑
議
員

 

今
後
、
ソ
フ
ト
ハ
ー

ド
両
面
で
改
善
点
が
出
て
く
る
と

思
う
が
、
施
設
を
育
て
る
よ
う
、

柔
軟
に
対
応
し
て
欲
し
い
。

町
長

 

町
内
外
の
評
判
も
よ
く
、

こ
れ
か
ら
の
目
玉
の
施
設
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
。
で
き
る
限
り

皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
や
っ
て
い
く
。

産
業
観
光
課
長

 

期
日
は
７
月
５

日
、
今
回
は
町
民
の
方
か
ら
の
PR

応
援
ツ
ア
ー
も
計
画
し
た
。
シ

テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
応
援
後
に
試

合
を
観
戦
し
、
一
泊
し
て
、
翌
日

都
内
を
観
光
す
る
予
定
で
あ
る
。

41
名
を
募
集
す
る
。

こ
ど
も
未
来
室
長

今
年
度
は
２
、

５
０
０
人
の
利
用
目
標
を
掲
げ
て

い
る
が
、
４
月
24
日
現
在
で
既
に

700
人
ほ
ど
の
利
用
が
あ
る
。
今
後

も
PR
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
多

く
の
方
か
ら
来
て
い
た
だ
け
る
施

設
に
し
た
い
。

中
川
議
員

 

土
日
の
利
用
者
が
多

い
が
、
職
員
体
制
は
ど
う
か
。
ま

た
、
コ
ス
ト
面
か
ら
床
暖
房
を
断

念
し
た
。
冬
場
の
暖
房
対
策
は
エ

ア
コ
ン
だ
け
で
大
丈
夫
か
。

こ
ど
も
未
来
室
長

４
月
は
職
員
１

人
を
入
れ
た
３
人
で
対
応
し
た

が
、
検
討
の
結
果
、
今
後
の
土
日

は
管
理
人
と
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

の
２
人
体
制
で
い
き
た
い
。
ま

た
、
空
調
設
備
は
大
き
い
エ
ア
コ

ン
４
台
を
設
置
し
て
い
る
。
冬
期

間
は
早
く
に
稼
働
さ
せ
、
暖
め
て

加
藤
議
員

 

応
募
多
数
の
場
合
、

人
数
を
増
や
せ
な
い
の
か
。

産
業
観
光
課
長

 

東
京
ド
ー
ム
巨
人

戦
の
座
席
確
保
が
難
し
い
。

建
設
課
長

 

神
条
地
内
で
、
道
路

脇
の
集
水
桝
の
上
に
乗
っ
た
と
こ

ろ
、
蓋
が
ず
れ
て
落
下
す
る
事
故

が
発
生
し
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
集

水
桝
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
サ
イ
ズ
が

合
っ
て
お
ら
ず
、
桝
と
斜
め
方
向

に
ず
れ
た
場
合
、
ひ
っ
く
り
返
っ

て
し
ま
う
可
能
性
の
あ
る
も
の

だ
っ
た
。

　

施
工
責
任
も
あ
る
が
、
道
路
管

理
者
が
検
査
合
格
、
引
き
受
け
し

た
施
設
で
あ
り
、
町
の
責
任
も
あ

る
。
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の
お

詫
び
、
保
障
と
と
も
に
、
至
急
町

内
の
側
溝
蓋
、
集
水
桝
蓋
を
重
点

的
に
点
検
し
た
結
果
、
不
具
合
が

見
つ
か
っ
た
箇
所
も
あ
り
、
早
急

に
対
応
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
課
長

 

３
月
の
衛
生
管
理

基
準
に
よ
る
水
質
検
査
の
結
果
、

基
準
を
超
え
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
が

男
性
用
浴
槽
か
ら
検
出
さ
れ
た
と

の
報
告
が
あ
り
、
直
ち
に
臨
時
休

業
と
し
た
。

　

１
月
の
発
生
後
の
徹
底
的
な
清

掃
・
消
毒
洗
浄
作
業
等
の
改
善
対

策
を
行
っ
て
い
た
中
で
あ
り
、
汚

染
原
因
の
究
明
に
努
め
た
が
、
確

定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後

の
改
善
策
で
検
出
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
営
業
を
再
開
し
た
が
、
衛

生
管
理
の
た
め
の
水
質
検
査
等
を

増
や
し
て
対
応
す
る
。

三
輪
議
員

 

４
月
か
ら
日
曜
日
は

タ
ク
シ
ー
が
休
業
に
な
る
と
聞
い

た
。
高
齢
者
等
、
車
を
持
た
な
い

方
々
に
は
不
便
と
思
う
が
、
町
と

し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長

 

出
雲
崎
タ
ク
シ
ー
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
従
業
員
の
労

働
時
間
の
問
題
や
ほ
ぼ
待
機
で
あ

る
こ
と
等
、
営
業
上
の
問
題
で
判

断
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

町
の
状
況
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
一

人
体
制
で
の
営
業
が
可
能
な
た
め

の
資
格
取
得
等
、
前
向
き
に
や
る

と
の
返
答
を
い
た
だ
い
た
。

小
黒
議
員

 

出
雲
崎
町
内
に
つ
い

て
、
沢
々
の
地
域
に
不
感
地
域
が

あ
る
。
緊
急
の
場
合
に
通
話
状
況

が
悪
い
と
不
便
で
あ
る
。
特
に
公

共
施
設
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

 

デ
ー
タ
通
信
に
つ
い

て
、
米
田
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
Wi-

Fi
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

八
手
、
西
越
の
改
善
セ
ン
タ
ー
も

今
年
度
設
置
の
予
定
で
あ
る
。
音

声
通
話
に
つ
い
て
は
、
携
帯
電
話

会
社
に
施
設
内
内
部
ア
ン
テ
ナ
の

整
備
を
依
頼
し
て
話
を
進
め
て
い

る
。
行
政
か
ら
も
伝
え
る
が
、
住

民
の
方
か
ら
も
直
接
申
し
出
が
で

き
る
よ
う
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
連
絡
先
を
載
せ
て
い
る
。
今
後
も

全
員
協
議
会
主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

全
員
協
議
会

第
４
回  
４
月
24
日

多
世
代
交
流
館
「
き
ら
り
」
の

利
用
状
況

町
道
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る

事
故
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
の
里
入
浴
施
設

臨
時
休
業
に
つ
い
て

携
帯
電
話
等
の

電
波
受
信
整
備
に
つ
い
て

出
雲
崎
交
通
タ
ク
シ
ー
の

日
曜
日
休
業
に
つ
い
て

東
京
ド
ー
ム
巨
人
戦

「
ワ
ン
デ
ー
ス
ポ
ン
サ
ー
」
に

つ
い
て

第
５
回  

６
月
22
日



9 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 3 0 年 ７ 月 2 0 日第 1 0 0 号

わ
せ
て
地
域
住
民
の
方
々
に
も
説

明
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ
ナ
カ
レ
ッ
ジ
の
担
当

者
か
ら
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
入
っ
て
い
た
だ
く
他
、
時
期

に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
る
。

高
橋
議
員

 

以
前
、
官
民
の
土
地

境
界
に
つ
い
て
、
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
明
確
に
確
認
で
き
る
文
書
が

な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
聞

く
。
ど
の
よ
う
な
管
理
体
制
を

と
っ
て
い
る
か
。

建
設
課
長

 

平
成
24
年
か
ら
は

デ
ー
タ
で
も
管
理
し
て
い
る
が
、

昭
和
の
頃
の
も
の
は
役
場
内
倉
庫

に
保
管
し
て
あ
る
。
古
い
物
は
破

損
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
近

年
は
完
璧
な
状
態
で
保
管
さ
れ
て

い
る
。

安
達
議
員

 

八
ッ
手
地
区
は
平
成

33
年
度
完
成
予
定
で
進
ん
で
い
る

が
、
次
は
ど
こ
を
整
備
す
る
か
計

画
は
あ
る
か
。

産
業
観
光
課
長

 

今
年
度
か
ら
未
整

備
地
域
の
方
々
に
、
事
業
説
明
と

ご
理
解
い
た
だ
け
る
か
を
確
認
し

て
い
く
。
町
と
し
て
未
整
備
地
域

の
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

髙
桑
議
員

 

町
外
に
暮
ら
す
町
出

身
者
に
、
機
会
が
あ
れ
ば
戻
っ
て

く
る
よ
う
に
勧
め
た
い
と
考
え
て

い
る
親
は
少
な
く
な
い
。
そ
う
し

た
方
た
ち
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

 

町
出
身
者
に
は
適
切

な
時
期
に
適
切
な
媒
体
を
使
っ
て

ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
進
め
て
お
り
、
移
住
定
住
の

専
用
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
必
要
に
応
じ
て
作
成

し
、
活
用
し
て
行
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

三
輪
議
員

 

今
年
度
は
４
月
に
区

長
会
議
が
開
か
れ
ず
、
連
絡
事
項

等
に
違
和
感
が
あ
り
、
文
書
だ
け

で
は
理
解
し
に
く
い
と
感
じ
た
。

定
例
の
区
長
会
議
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

 

今
年
度
は
多
世
代
交

流
館
「
き
ら
り
」
の
竣
工
式
に
、

全
区
長
さ
ん
に
ご
案
内
し
て
お

り
、
ご
負
担
を
考
え
て
丁
寧
な
文

書
を
添
え
て
区
長
会
議
に
代
え

た
。
今
回
は
特
別
な
取
扱
で
あ

り
、
今
後
は
特
殊
事
情
が
な
い
限

り
例
年
通
り
と
し
た
い
。

中
野
議
員

 

申
込
み
が
多
く
、
抽

選
に
外
れ
た
方
た
ち
の
対
応
策
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長

 

20
組
限
定
だ
が
、

抽
選
に
も
れ
た
方
の
う
ち
、
10
組

に
汐
風
米
、
も
れ
た
方
全
員
に
、

町
の
情
報
関
係
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
送
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

加
藤
議
員

 

工
事
中
の
安
全
管
理

表
示
等
の
不
手
際
に
つ
い
て
は
、

指
名
を
外
す
と
の
話
だ
っ
た
が
、

同
じ
業
者
が
工
事
を
し
て
い
る
。

「
外
す
」
と
い
う
の
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

総
務
課
長

 

本
町
の
建
設
請
負
工

事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
指
名
競
争
入
札
で
あ
り
、
法
令

に
基
づ
く
参
加
資
格
を
有
す
る
事

業
者
を
、
町
の
基
準
に
沿
っ
て
決

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
成
績
評
定

も
行
っ
て
い
る
。

　

前
回
の
場
合
は
、
当
町
の
指
名

停
止
措
置
基
準
に
は
あ
た
ら
な
い

と
し
て
、
指
名
に
加
わ
ら
な
か
っ

た
事
は
あ
る
が
、
処
分
と
は
し
て

い
な
い
。

加
藤
議
員

 

当
町
で
は
災
害
で
倒

壊
が
心
配
さ
れ
る
危
険
家
屋
の
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長

 

行
政
と
し
て
や
る
べ
き
こ

と
は
や
っ
て
き
た
が
、
解
決
に
至

ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

徹
底
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

解
消
の
た
め
働
き
か
け
て
い
く
。

中
野
議
員

 

交
付
さ
れ
て
い
る

方
々
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

利
用
店
舗
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

町
民
課
長

 

現
在
59
名
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
店
舗
に
つ
い
て

は
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
町
内
の
６
店
舗
を
７
月
か
ら

利
用
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

後
も
状
況
を
見
な
が
ら
希
望
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

高
橋
議
員

 

海
岸
地
区
の
説
明
会

に
参
加
し
た
が
、
短
期
間
で
ど
れ

だ
け
出
雲
崎
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
か
懸
念
が
あ
る
。
細
か
い
対
応

や
プ
ラ
ン
は
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長

 

大
学
生
を
対
象
に

短
期
移
住
体
験
事
業
を
釜
谷
地
区

と
海
岸
地
区
の
２
カ
所
で
計
画
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
２
名
を
予
定

し
て
お
り
、
既
に
申
込
み
や
照
会

を
受
け
て
い
る
。
募
集
活
動
と
合

全
員
協
議
会

ふ
る
さ
と
就
職
支
援
商
品
券

に
つ
い
て

Ｕ
タ
ー
ン
者
向
け
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
は

ま
る
ご
と
オ
ー
ナ
ー
の
抽
選

に
つ
い
て

天
領
の
里
外
壁
工
事
受
注
者

に
つ
い
て

道
路
沿
い
の

危
険
家
屋
の
対
策
に
つ
い
て

出
雲
崎
移
住
体
験
事
業
に
つ
い
て

行
政
文
書
の
管
理
に
つ
い
て

今
後
の
圃
場
整
備
は

年
度
初
め
の
区
長
会
議
に
つ
い
て
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議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会

５
　18

議会×議会モニター
意見交換会 ご参加いただいた第 2期議会モニターの皆さん

佐藤光代さん 遠藤敬子さん 島明日香さん 金子俊治さん

議会の場で言わなくてもいいような内容があった。傍聴人や町長のご機嫌取りは、
一瞬笑いが出て明るくなるが、議会の場で必要なのかと感じた。全員協議会で行政
の粗探しをしているように感じる時がある。議場の場で言わなくてもいいような細
かいことを責め立てているようでは、目に見える成果がないのではないか。当町は
少子高齢化が重大な問題なので、未来を見据えた内容を議会で討論すべきだと思う。
時代に合った内容をやり取りしたほうがいい。

議　会

一般質問の町長の答弁に対して、もう少し自分の考えや意見があって
もいいのではないか。事前に質問内容を町へ提出し、スムーズに運ぶ
ためにはいいと思うが、小黒議員の汐風米のやりとりは臨場感があっ
てよかった。そういうところが見られるといいと思う。良い質問をし
ても、質問後に議員で検討して実行できるような場所はないのか。個々
に質問しているから各自で勉強するのではなく、議員で共有しより深
く検討し、時には専門家も交えて、次の段階に進めるなどしないと、
前回の意見交換会で出た勉強不足と言われるのではないか。

一般質問

モニター用資料があってわかりや
すい。議員さんが町のことをしっ
かり勉強して常に考えられている
ことが感じられた。広報も雰囲気
が変わり、写真が掲載され、議員
の活躍が身近に感じる。

資　料

集落の公会堂でやると他地域の人はどうしても
行きづらい。町政に対して、特に若者や女性に
興味をもってもらい、どうやって参加してもら
うかが大事だと思う。開催時間が、子育てなど
で参加できる時間帯ではない。若い方から参加
してもらい、議員に言いやすい場を作るかが大
事である。きらりで子どもが遊んでいる間に、
少しやるというのもいいかもしれない。

出まえ議会

町議会議員選挙が 2回ともなかった。選挙することで議員と
してやりたいことが町民に分かると思うので、ぜひ選挙になる
ようなまちづくりをお願いしたい。

2 期連続無選挙・無投票 空席が多いのが残念。大勢の方に傍聴しても
らい、議員の活躍を身近に感じてもらえれば
いいのではないか。多くの方に傍聴してもら
うことで、改善点なども出てくると思う。

空　席

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は、９月定例会です。
日程等は、防災無線でお知らせいたします。

出雲崎町議会事務局　〒949-4392　出雲崎町大字川西140番地
TEL:0258-78-3112　E-mail: gikai@town.izumozaki.niigata.jp

議会からのお知らせ

「議会モニター」
を

 募集します！

①満20歳以上の町民で、かつ町の職員でない者　②町議会の
しくみ、運営に関心があること　③町政及び地域社会の発展に
関心があること

応募方法

①定例会において1日以上は議会の傍聴を原則とする。②議長
が依頼した町議会の運営に関する事項に回答する。③議員との
1年に1回以上、意見交換を行う。④その他、議長が必要と認
めた場合

活動内容

８月24日（金）までに議会事務局にご連絡願います申込期限
5名（応募者多数の場合は、年齢構成等を考慮して決定します）募集人数

問い合わせ先任期は委嘱を受けた日から
２年間
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一

般

質

問

高橋速円 議員

質問項目

6月19日の一般質問にて、老人クラブの方をはじめ多くの皆さんから傍聴していただきました。

出雲崎小中学生の
（仮）「見守り隊」につ
いて

髙桑佳子 議員

質問項目

これからの高齢者福
祉の在り方について

小黒博泰 議員

質問項目

空き家、空き地対策
について

６月定例会では、３人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
質問した内容と答弁は、12頁から14頁です。なお、当日の議会中継は、ホームペー
ジから視聴できます。６月定例会の議事録は、８月下旬ごろホームページに掲載し
ますので、ご覧ください。

６月定例会では、３人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
質問した内容と答弁は、12頁から14頁です。なお、当日の議会中継は、ホームペー
ジから視聴できます。６月定例会の議事録は、８月下旬ごろホームページに掲載し
ますので、ご覧ください。

一般質問一般質問一般質問
我
が
町
政
を
問
う

我
が
町
政
を
問
う
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一

般

質

問

Q&A空き家、空き地対策について

４つの重点事項がある町長

題
解
決
に
あ
た
っ
て
行
き
た

い
と
考
え
る
。

小
黒

 

現
在
、
バ
ン
ク
登

録
件
数
が
30
件
あ
る
。
他
に

は
な
い
報
奨
金
や
補
助
金
制

度
が
あ
る
の
に
、
バ
ン
ク
登

録
件
数
が
少
な
く
思
う
が
、

そ
の
点
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長

 

空
き
家
調
査
を
十

分
行
い
、
活
用
で
き
る
物
件

は
積
極
的
に
行
政
と
し
て
も

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
所
有
者
の

理
解
の
も
と
バ
ン
ク
登
録
し

て
頂
き
、
対
応
し
て
行
き
た

い
。小

黒

 

旧
商
工
会
跡
地
や

寄
贈
等
で
所
有
し
た
町
有
地

の
活
用
を
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

町
長

 

旧
商
工
会
跡
地

は
、
裏
山
の
地
す
べ
り
関
係

の
工
事
が
今
年
度
完
了
す
る

の
で
、
仕
切
り
直
し
て
対
応

し
て
行
く
考
え
で
あ
る
。
ま

た
、
町
有
地
で
公
共
用
地
と

し
て
見
込
み
が
な
い
場
合
は

適
宜
、
売
却
・
貸
付
等
を

行
っ
て
い
る
。

小
黒

 

空
き
家
を
行
政
と

し
て
買
取
や
借
用
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
後
の
貸
出
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
等
で
の
利
用
の
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長

 

行
政
と
し
て
果
す

役
割
の
な
か
で
町
民
の
期
待

感
は
あ
る
と
思
う
が
、
限
ら

れ
た
財
源
で
は
不
可
能
で
あ

る
。

　

地
域
や
民
間
業
者
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
空
き
家
を

活
用
す
る
方
向
で
進
め
て
行

き
た
い
。

小
黒

 

人
口
減
少
に
伴

い
、
空
き
家
、
空
き
地
が
各

地
で
増
加
し
、
当
町
に
於
い

て
も
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

出
雲
崎
空
家
等
対
策
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、
今
後
対
策
が

検
討
さ
れ
る
と
思
う
が
、
町

長
は
基
本
的
な
対
策
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長

 
空
き
家
対
策
は
大

き
な
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

当
町
に
於
い
て
も
空
き
家
、

空
き
地
が
有
り
、
町
民
の
皆

様
か
ら
対
策
を
ど
う
す
る
の

か
と
言
う
意
見
も
あ
る
。
本

年
度
の
空
家
等
対
策
計
画
に

て
明
ら
か
に
し
て
行
く
が
、

現
時
点
で
の
考
え
は
、
４
つ

の
重
点
事
項
が
あ
る
。

①
所
有
者
の
管
理
が
必
要

②
地
域
住
民
・
民
間
業
者
と

の
対
応
と
連
携

③
空
き
家
等
の
利
用
・
活
用

の
促
進

④
全
町
の
空
き
家
調
査
実
施

以
上
を
踏
ま
え
、
出
雲
崎
空

家
等
対
策
協
議
会
で
本
格
的

な
議
論
を
し
、
具
体
的
に
問

小黒 博泰 議員

バ
ン
ク
登
録
件
数
が

少
な
い
の
で
は

土
地
等
の
利
活
用
を
目
的

と
す
る
考
え
は

４
つ
の
重
点
事
項
が
あ
る

町
有
地
の
活
用
の
考
え
は

空
き
家
、
空
き
地
対
策
の

基
本
的
考
え
は

小
黒

 

少
子
高
齢
化
で
人

口
が
減
少
し
て
い
る
な
か

で
、
い
か
に
出
雲
崎
を
Ｐ
Ｒ

し
て
住
ん
で
良
し
、
観
光
等

で
訪
れ
て
良
し
の
町
に
な
る

様
に
、
住
宅
団
地
の
造
成
だ

け
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
方

法
で
一
人
で
も
多
く
の
方
が

移
住
・
定
住
し
、
観
光
人
口

も
増
え
る
様
な
空
き
家
、
空

き
地
の
利
活
用
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
協
議
会
に
於
い

て
は
、
話
し
合
う
だ
け
で
は

な
く
、
直
に
で
も
出
来
る
意

見
を
出
し
て
頂
き
、
実
行
・

改
善
を
行
い
な
が
ら
最
終
対

策
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

旧商工会跡地（岩船町）

整備した町有地（尼瀬）
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一

般

質

問

Q&Aこれからの
高齢者福祉体制について

横断的に総力を挙げて
地域の助け合い活動を進めて行く

町長

髙桑 佳子 議員

社
会
活
動
を
や
っ
て
欲
し

い
。

　

町
と
し
て
は
、
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
教
室
や
転
倒
予
防
教

室
、
そ
し
て
特
に
地
区
サ
ロ

ン
を
中
心
と
し
た
活
動
を
、

も
っ
と
広
げ
て
充
実
さ
せ
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
社
会
活

動
に
経
験
を
活
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

「
生
活
支
援
体
制
事
業
」

を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
助

け
合
い
に
そ
の
効
果
が
充
分

発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
。

髙
桑

「
生
活
支
援
体
制

事
業
」
は
国
の
指
導
の
下

で
、
全
国
の
自
治
体
で
一
斉

に
始
ま
る
が
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
形
で
、
地
域
に
根

ざ
し
て
、
地
域
の
助
け
合
い

を
確
実
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
タ
ー
ト

の
今
は
い
い
が
、
将
来
の
担

い
手
は
ど
う
か
。

　

こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
別
の
観
点
か
ら

助
け
合
い
の
精
神
を
醸
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

気
持
ち
は
あ
っ
て
も
受
け

皿
が
な
い
の
が
、
出
雲
崎
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
広

が
っ
て
い
か
な
い
要
因
の
一

つ
と
思
う
。「
必
要
と
す
る

誰
か
の
た
め
に
、
自
分
が
何

か
で
き
る
こ
と
を
」
と
考
え

る
町
民
の
思
い
の
受
け
皿
が

必
要
で
あ
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
そ
れ
を
担
う
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長

 

こ
う
い
う
事
業
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
だ
け
で
な
く
、
役
場
の
関

係
機
関
等
が
横
断
的
に
町
を

挙
げ
て
の
組
織
で
対
応
す
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
細

か
い
事
例
は
各
課
が
し
っ
か

り
対
応
し
、
積
み
上
げ
て
い

く
。髙

桑

 

今
、
介
護
の
現
場

に
お
け
る
人
手
不
足
は
、
よ

り
一
層
深
刻
で
あ
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
仕
事
が
き
つ
い

こ
と
、
時
間
が
不
規
則
で
あ

る
こ
と
、
賃
金
が
安
い
こ
と

が
あ
る
。

　

高
齢
化
率
の
高
い
当
町

は
、
他
に
先
駆
け
て
モ
デ
ル

地
域
に
な
っ
て
も
良
い
。
他

市
町
村
の
施
設
を
退
職
さ
れ

た
経
験
の
あ
る
方
を
取
り
込

む
状
況
を
作
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　

当
町
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
す
ら
ぎ
の
里
で
は
、
新
た

に
正
職
員
に
採
用
さ
れ
た
場

合
、
一
時
金
を
出
す
制
度
を

支
援
し
て
い
る
が
、
頑
張
っ

て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
・
中
間
層

に
対
し
、
町
と
し
て
支
援
す

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

 

介
護
現
場
の
人
手

不
足
は
当
町
の
み
な
ら
ず
、

全
国
的
に
不
足
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
賃
金
の

不
満
は
離
職
理
由
の
一
位
で

は
な
い
。
町
で
は
就
職
支
援

金
を
支
給
し
て
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
県

で
も
処
遇
改
善
を
行
っ
て
い

る
。
来
年
予
定
さ
れ
て
い
る

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、

10
年
以
上
の
職
員
に
対
し
て

月
額
８
万
円
の
処
遇
改
善
が

閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

髙
桑

 

こ
れ
ま
で
、
当
町

の
高
齢
者
福
祉
体
制
は
制
度

の
充
実
が
図
ら
れ
、
介
護
予

防
の
面
で
も
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策

等
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て

き
た
。
広
報
い
ず
も
ざ
き
６

月
号
に
も
載
っ
て
い
る
が
、

い
よ
い
よ
「
生
活
支
援
体
制

事
業
」
が
始
ま
り
、
地
域
で

の
助
け
合
い
活
動
を
推
進
す

る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
口
減
少
が

予
測
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も

高
齢
者
の
割
合
は
増
え
、
若

い
生
産
世
代
が
減
る
と
さ
れ

て
い
る
。
介
護
者
の
高
齢
化
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
の

人
手
不
足
は
ま
す
ま
す
深
刻

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

10
年
20
年
先
を
見
据
え

て
、
担
い
手
を
ど
う
育
成
し

て
い
く
か
、
助
け
合
い
の
輪

を
ど
う
広
げ
て
い
く
の
か
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

 

高
齢
化
率
が
高
い

な
か
で
、
大
切
な
の
は
、
い

か
に
健
康
寿
命
を
延
ば
す
か

だ
と
考
え
る
。
こ
う
い
っ
た

長
寿
時
代
な
の
だ
か
ら
、
高

齢
者
の
方
々
か
ら
も
存
分
に

先
を
見
据
え
た
対
策
を

社
会
福
祉
協
議
会
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
皿
に

介
護
の
現
場
に
対
し
て

支
援
を
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こ
ろ
や
独
り
で
の
行
動
で
の

危
険
個
所
を
把
握
し
、
学

校
、
地
域
と
保
護
者
で
具
体

的
な
防
犯
対
策
強
化
を
図
り

た
い
。

　

先
般
、
総
合
教
育
学
習
会

議
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
学
校

側
、
保
護
者
側
、
地
域
の
方

か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
等
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
と
帰
宅
時
間
で
の

防
災
無
線
と
の
相
乗
効
果
は

犯
罪
へ
の
抑
止
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
早
急
に
進

め
て
い
く
の
で
「
見
守
り

隊
」
設
置
に
つ
い
て
は
総
合

的
に
見
極
め
な
が
ら
対
処
し

た
い
。

高
橋

 

今
日
も
危
な
い
の

が
現
実
だ
。
即
行
動
す
べ
き

だ
。
要
は
生
徒
が
独
り
に
な

る
場
所
、
ポ
イ
ン
ト
で
目
立

つ
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
装
備
し
た
車

が
ガ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
大

人
数
で
な
く
て
も
で
き
る
。

こ
の
議
場
の
傍
聴
の
皆
さ
ん

や
同
僚
議
員
も
協
力
し
て
く

れ
る
。
周
辺
部
の
数
百
メ
ー

ト
ル
か
一
キ
ロ
の
箇
所
が
危

険
区
域
と
想
定
す
る
。
そ
こ

を
「
見
守
る
」。

　

立
正
大
の
小
宮
教
授
が
地

域
安
全
マ
ッ
プ
を
提
唱
し
て

い
る
。
ま
た
別
に
私
は
総
務

課
に
は
グ
ー
グ
ル
と
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
ア
プ
リ
も
提
唱

し
て
い
る
。

町
長

 

提
案
を
総
合
的
に

判
断
し
た
い
。

　

現
在
の
対
応
策
を
確
か
め

な
が
ら
発
展
さ
せ
た
い
。

高
橋

 

悪
質
な
小
中
校
生

へ
の
死
傷
事
件
が
頻
発
し
て

い
る
。
い
つ
出
雲
崎
で
も
発

生
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

特
に
下
校
時
の
安
全
対
策
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
早
急

に
（
仮
）「
見
守
り
隊
」
を
設

立
で
き
な
い
か
？

　

こ
の
質
問
の
考
え
方
は
抑

止
。
効
果
を
期
待
し
て
い

る
。町

長

 

生
徒
さ
ん
の
安
全

安
心
に
関
わ
る
こ
と
に
は
万

全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
大
き
な
課
題

だ
。
下
校
時
の
見
守
り
活
動

は
、
学
年
や
部
活
動
な
ど
時

間
が
マ
チ
マ
チ
で
広
範
囲
で

あ
る
。
見
守
り
時
間
が
長
く

な
る
た
め
負
担
が
重
く
な

り
、
人
的
確
保
あ
る
い
は
巡

回
範
囲
、
巡
回
頻
度
な
ど
実

効
性
の
把
握
、
恒
久
性
か
ら

み
て
非
常
に
難
し
い
。

　

ま
ず
小
中
校
生
の
通
学

ル
ー
ト
を
確
認
し
、
暗
い
と

高橋 速円 議員

一

般

質

問

提
案
は
受
け
止
め
た

限
ら
れ
た
箇
所
を「
抑
止
」

す
べ
き
だ
！

今
す
ぐ（
仮
）「
見
守
り
隊
」

を
設
立
す
べ
き
だ
！

関
係
者
と
慎
重
に
検
討
し

て
い
る

出雲崎小中学生
（仮）「見守り隊」設立の提言

基本にたちかえって検討する町長
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　６月22日、エコパークいずもざきの現地視察を実施しました。
　エコパークでは第３期処分場の工事の状況視察と放流水の監視状
況を調査することを目的に行いました。
　事前に下記８項目の質問事項を提出し、当日説明を受けました。
１．第３期工事の施工に、下請け等で町内業者は入っているのか
２．廃棄物の埋め立てに町内業者の参入はできないか
３．前回、排水処理に不具合が発生し、河川に流れた原因説明が

あったが、より深く原因分析を要求したが、未回答のため、回答
を求める

４．水質調査の記入について、項目で利水期のみの管理を通年管理に希望する
５．焼却施設（建物）の活用について要望する

６．上越・過越地区の処分場建設の見通しについて
７．現状搬入満杯時期と新搬入場所の受け入れタイミングの合 
　致状況
８．現搬入場所の防護シート等のトラブルの有無と新搬入場所 
　のシートについて
　質疑応答の中で、水位計の原因等について未回答の件で、７
月末までに文書回答することになりました。また地域住民が安
全安心できるよう、日常管理に万全を期すよう強く申し入れま
した。

エ
コ
パ
ー
ク
視
察
報
告

４
・
４　
議
会
報
特
別
委
員
会

（
議
会
だ
よ
り
第
99
号
）

　
　
11　
議
会
報
特
別
委
員
会

（
議
会
だ
よ
り
第
99
号
）

　
　
18　
全
員
協
議
会
…
P8

５
・
28　
第
43
回
議
長
・
副
議
長 

　
　
　
　
研
修
会
（
東
京
都
）

６
・
11　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
18　
第
３
回
町
議
会
定
例
会 

　
　
　
　
召
集
日
…
P4

　
　
　　
議
会
報
特
別
委
員
会

（
議
会
だ
よ
り
第
100
号
）

　　
20　
社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
23　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
定
例
会
最
終
日

　
　
　
　
全
員
協
議
会
…
P8

　
　
　
　
現
地
視
察

　
　
　
　
エ
コ
パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
の
里
…

P15

　
　
28　
議
会
報
特
別
委
員
会

（
議
会
だ
よ
り
第
100
号
）

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

平
成
30
年
４
月
～
６
月

エコパークいずもざき監視特別委員会視察報告

安全安心な施設を目指して

水位計の動作不良についての説明会
　７月９日、エコパークいずもざき所長と関係業者により、放流水の水位計の動作不良の検証結果と改
善策について説明が行われました。
　放流水の異常が発生しないよう、水位計２基の他に別動作の水位計を１基増設と混合放流槽に新たに
測定器を増設し、対応を強化する。24時間監視し、異常値が検出された際には、速やかに対応するなど
の回答がありました。

委員長　三輪　正
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委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
小
黒
博
泰

　
　
委
　
員
　
　
安
達
一
雄

　
　
委
　
員
　
　
中
野
勝
正

　
平
成
５
年
11
月
15
日
に
先
人
の
議
員

の
皆
様
が
創
刊
号
を
出
さ
れ
て
、今
回
25

年
目
に
し
て
100
号
の
議
会
だ
よ
り
の
記

念
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集

委
員
の
方
々
が
、
１
回
毎
に
努
力
を
重
ね

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、町
民
の

声
と
し
て
多
数
の
方
々
か
ら
記
事
を
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
も
議
会
だ
よ
り

を
発
行
す
る
に
は
、編
集
会
議
を
４
回
以

上
行
い
、「
い
か
に
議
会
を
知
っ
て
い
た

だ
く
か
」を
常
に
意
識
し
て
編
集
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
。
議
会
の
う
ご
き
を
町

民
の
皆
様
に
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き

た
く
、
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。
ぜ
ひ

こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
お
声
を
議
会
だ

よ
り
に
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま

す
。　　（

安
達
一
雄
）

議
会
報
特
別
委
員
会

100 　
議
会
だ
よ
り
100
号
の

発
行
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

創
刊
号
発
行
当
時
、
町

民
の
多
く
の
方
々
よ
り

町
の
行
政
や
議
員
の
発

言
、
議
会
の
活
動
な
ど

が
よ
く
分
か
ら
な
い
の

で
、「
議
会
だ
よ
り
」を

発
行
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

議
会
で
協
議
の
結
果
、

平
成
５
年
の
９
月
定
例

会
で
議
決
さ
れ
、
６
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
る

議
会
報
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
全
員
が
初
め
て
の
経

験
で
紙
面
や
予
算
の
制

約
も
あ
り
、
内
容
か
ら

割
付
、
編
集
、
校
正
ま

で
暗
中
模
索
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
ま
た
、
研

修
会
に
参
加
し
、
専
門

家
の
厳
し
い
意
見
を
い

た
だ
き
、
よ
う
や
く
発

行
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
方
か

ら
の
助
言
を
参
考
に
第

２
号
、
３
号
と
発
行
す

る
こ
と
が
出
来
た
事
に

感
謝
を
し
、
委
員
の
一

員
で
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
議

会
だ
よ
り
ま
で
多
く
の

委
員
さ
ん
に
引
き
継
が

れ
、
今
で
は
カ
ラ
ー
刷

り
で
見
や
す
く
素
晴
ら

し
い
内
容
で
毎
回
楽
し

み
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
最
後
に
出

雲
崎
町
と
出
雲
崎
議
会

の
更
な
る
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

あ
の
当
時
を
振
り
返
っ
て

　
　
　
　
　〈
議
会
だ
よ
り
第
１
号
発
行
〉

議
会
だ
よ
り
第
１
号
発
行
時

編
集
委
員

日

　山

　正

　雄

創刊100号
2018 平成30年７月20日

当時の議会だより編集研修会

祝


